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一
説
閲
圏
圓
に
掌
、
船
生
、
．
ゾ
，
．
、
、
バ
、
・
、
，
玉
、
。
∵
・

　
　
日
本
聖
、
蓉
会
仙
台
基
督
教
会
の

窪
．
教
会
建
築
　
み
る
設
計
手
法

、
｝
日
．

　
　
　
　
に

、
建
築
家
元
由
稔

は
じ
め
に

・
教
会
建
築

苛
川
　
島
洋
．
、
一
、

　
　
　
ぬ
ま
　

」、

�
b
究
は
大
正
時
代
か
ち
昭
和
六
十
二
年
ま
で
建
築
活
動
を
展

開
し
て
き
た
キ
り
ス
ト
教
信
者
で
建
築
家
で
も
あ
っ
た
「
故
元
田

稔
」
．
に
つ
い
て
9
残
さ
れ
た
建
築
作
贔
中
五
十
翠
巌
ど
い
う
多
く

の
教
会
建
築
を
設
計
し
た
活
動
経
過
に
注
策
し
、
、
そ
，
の
設
計
手
法

と
犬
物
像
に
づ
い
㌧
て
考
察
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
っ
：

・
、
本
稿
で
は
昭
和
二
十
～
三
十
年
代
に
関
与
し
た
「
B
本
聖
公
会

く
以
下
聖
公
会
略
）
仙
台
基
督
教
会
」
を
対
象
ど
し
て
、
一
∴
教
会
建
築

の
変
遷
を
明
ら
か
に
じ
設
計
手
法
の
欝
欝
に
つ
い
て
考
察
を
行
ゆ

♂
婁
響
奮
蓼
切

　
　
伝
道
活
動

　
・
、
［
創
立
と
初
期
伝
道
］
卸
明
治
工
十
六
年
宣
教
が
開
始
さ
れ
翌
年

講
義
所
を
設
置
し
て
本
格
的
な
伝
道
が
始
ま
っ
た
．
、
・
東
北
で
は
福

島
、
・
青
森
に
次
ぐ
第
三
の
伝
道
地
と
な
り
管
理
司
祭
ジ
土
ア
リ
ー

ス
が
派
遣
さ
れ
た
唄
当
時
は
新
旧
教
派
が
盛
ん
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
r
ル
が
キ
サ
ス
｝
教
勢
力
ど
な
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
』
、
、
…

．
誤
認
二
十
七
年
に
は
片
平
町
あ
将
校
、
邸
内
に
、
晒
棟
を
改
造
し
て

，
「
講
義
所
」
と
し
〉
同
三
十
四
年
元
鍛
冶
町
、
に
土
地
を
購
入
し
当
仮

会
堂
」
、
を
建
設
し
た
。
、
、
、

．
［
教
会
成
立
と
日
本
基
督
教
団
］
　
明
治
三
十
八
年
完
成
の
初
期

発
言
を
経
て
翌
年
に
は
嘱
教
会
成
立
」
．
と
な
り
広
域
的
な
伝
道
が

行
わ
れ
浅
、
・
大
正
十
年
に
は
手
狭
か
ら
増
築
さ
れ
た
。
－
こ
の
頃
元
田

の
父
作
之
進
が
関
東
教
区
初
代
監
督
一
，
（
同
十
一
．
一
y
．
と
な
つ
，
だ
。
昭

和
に
天
る
ど
そ
の
勢
い
に
よ
り
大
規
模
会
堂
建
築
へ
ど
進
み
同
七

年
前
会
堂
（
R
C
Y
、
を
完
成
し
た
9
し
か
し
大
平
洋
戦
争
に
入
っ

て
宗
教
活
動
も
捌
限
を
受
け
。
：
宗
教
団
体
法
、
（
同
十
六
年
￥
、
に
よ
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り
聖
公
会
も
教
団
に
所
属
し
て
掃
立
教
会
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭

和
二
十
年
七
月
の
仙
台
空
襲
に
よ
り
外
壁
を
残
し
て
前
会
堂
が
焼

失
し
た
。

　
［
東
北
教
区
と
戦
後
の
伝
道
］
　
戦
後
法
案
廃
止
に
よ
り
現
名
称

に
も
ど
る
が
前
会
堂
の
撤
去
が
出
来
ず
、
残
っ
た
宣
教
師
館
・
牧

師
館
で
礼
拝
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
当
時
「
新
し
い
町
づ
く
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ヨ
　

の
道
路
幅
拡
張
に
支
障
し
と
の
内
容
記
事
が
あ
り
、
こ
の
状
況
と

会
堂
復
興
を
顕
指
し
て
、
同
二
十
九
年
春
か
ら
再
建
計
画
が
始
ま

り
十
二
月
に
現
会
堂
一
部
の
設
計
が
な
さ
れ
そ
の
後
完
成
（
1

期
）
。
こ
の
工
事
に
元
田
稔
が
関
与
し
会
堂
全
形
態
の
完
成
（
H
期
）

を
踏
ま
え
た
設
計
案
が
作
成
さ
れ
た
。
同
三
十
二
年
H
期
工
事
に

よ
り
現
会
堂
が
完
成
し
、
東
北
教
区
の
中
心
と
し
て
伝
道
活
動
が

行
わ
れ
、
同
三
十
四
年
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
教
区

事
務
所
棟
を
完
成
し
、
ま
た
廃
嘘
問
題
を
解
決
し
（
同
三
十
七
年
）

戦
後
処
理
を
終
え
、
以
降
伝
道
は
拡
大
し
数
回
の
改
修
工
事
を
実

施
し
て
い
る
。

2
　
教
会
建
築
の
変
遷

［
講
義
所
］
　
将
校
の
馬
小
屋
改
修
と
の
事
で
、
恐
ら
く
木
造
平

家
切
妻
屋
根
で
、
小
さ
な
馬
小
屋
の
出
入
口
を
ふ
さ
ぎ
、
内
部
に

｝
部
屡
集
会
室
程
度
の
改
修
が
な
さ
れ
て
い
た
と
推
察
す
る
。

　
［
仮
会
堂
］
　
記
録
で
は
「
元
鍛
冶
町
に
礼
拝
堂
敷
地
と
し
て
購

入
し
、
会
館
建
設
仮
会
堂
」
で
前
述
同
様
に
そ
の
他
は
不
明
。
恐

ら
く
木
造
平
家
切
妻
屋
根
の
簡
素
な
建
物
と
推
察
す
る
。

　
［
初
期
会
堂
（
写
真
肇
）
］
　
記
録
「
広
大
な
敷
地
の
中
に
会
堂
、

牧
師
館
、
宣
教
館
が
建
ち
、
赤
煉
瓦
化
さ
れ
た
礼
拝
堂
新
築
は
東

北
で
最
大
の
会
堂
建
築
」
と
あ
り
、
外
観
と
内
部
写
真
か
ら
煉
瓦

造
平
家
切
妻
屋
根
妻
側
正
面
庇
下
に
玄
関
が
配
置
さ
れ
、
会
堂
内

部
正
百
に
チ
ャ
ン
セ
ル
、
各
各
と
袖
廊
に
よ
る
バ
シ
リ
カ
形
式
に

類
似
。
ま
た
正
爾
妻
側
上
部
に
丸
窓
（
バ
ラ
窓
）
棟
木
上
に
十
字

架
が
置
か
れ
高
い
塔
は
な
か
っ
た
。
ま
た
木
造
斜
め
天
井
の
ラ
テ

ン
ク
ロ
ス
交
差
部
上
部
に
高
窓
が
あ
っ
た
。
た
だ
正
面
左
側
の
下

屋
機
能
は
定
か
で
は
な
い
。
設
計
者
等
に
つ
い
て
も
不
明
だ
が
、

宣
教
師
指
導
で
ロ
マ
ネ
ス
ク
調
赤
煉
瓦
の
お
洒
落
な
会
堂
で
あ
っ

た
と
言
え
、
そ
の
後
大
正
十
年
に
は
増
築
し
た
。

　
［
前
会
堂
（
写
真
2
）
］
　
記
録
「
ビ
ン
ス
テ
ッ
ト
主
教
の
時
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
二
階
建
て
会
館
を
建
て
た
が
、
昭
和
二
十
年

に
戦
災
で
焼
失
」
と
あ
り
、
廃
虚
と
な
っ
た
写
真
（
新
聞
記
事
含
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註
3
）
で
推
定
す
る
と
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
二
階
建
切
妻

屋
根
、
側
面
に
控
え
壁
を
設
置
。
ま
た
正
面
玄
関
は
弧
状
ア
ー
チ

と
な
っ
て
い
た
。
平
面
形
は
長
方
形
で
二
列
対
面
形
式
の
礼
拝
室

反
対
側
は
二
階
階
段
席
を
設
置
し
右
側
棟
に
階
段
が
あ
っ
た
と
推

察
で
き
る
。
ま
た
左
側
平
家
の
奥
に
は
ア
プ
ス
と
ペ
ス
ト
リ
ー
が

左
右
に
広
が
っ
て
い
た
と
推
察
す
る
。
焼
失
後
、
臨
時
的
に
宣
教

師
館
・
牧
師
館
を
利
用
し
て
礼
拝
が
行
わ
れ
、
前
会
堂
は
昭
和
三

十
七
年
に
な
っ
て
す
べ
て
解
体
さ
れ
た
。

　
［
如
上
蛍
（
図
2
）
］
　
設
計
者
と
し
て
元
田
稔
が
関
与
し
、
1
・

H
期
工
事
と
し
て
実
施
し
た
。
1
期
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平

家
陸
屋
根
の
現
サ
イ
ド
チ
ャ
ペ
ル
と
玄
関
棟
を
新
築
し
た
。
H
期

は
本
屋
礼
拝
室
棟
を
増
築
し
現
会
堂
形
態
が
完
成
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
二
階
建
切
妻
屋
根
塔
屋
付
で
延
床
面
積
約
一
二
四
坪
既

存
と
の
合
計
約
一
五
七
坪
と
い
う
大
規
模
な
教
会
建
築
で
あ
る
。

外
観
の
独
立
し
た
塔
屋
は
三
角
形
屋
根
断
面
で
構
成
さ
れ
、
特
に

塔
屋
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
的
。
内
部
は
二
階
階
段
席
が
配
置
さ
れ
単

算
式
信
徒
席
二
列
配
置
で
右
側
面
に
は
サ
イ
ド
チ
ャ
ペ
ル
が
接
し

て
い
る
。

3

計
画
案
に
み
る
元
田
稔
の
設
計
手
法

　
［
基
本
姿
勢
］
　
昭
和
二
十
九
年
作
成
の
計
画
案
は
、
同
教
会
の

歴
史
と
同
様
に
こ
れ
ま
で
単
廊
式
対
面
形
式
の
礼
拝
形
態
を
採
用

と
し
、
外
観
正
面
形
は
複
数
案
が
提
案
さ
れ
、
完
成
時
の
形
態
を

盛
り
込
ん
で
い
た
。
着
色
透
視
図
や
墨
入
れ
し
た
図
面
が
保
存
さ

れ
て
い
た
。
実
施
で
の
平
面
形
（
図
3
）
は
二
回
に
分
け
た
工
事

を
意
識
し
て
、
大
小
の
礼
拝
室
爆
睡
を
並
列
配
置
す
る
平
面
計
画

で
あ
っ
た
。
外
観
の
「
塔
」
付
設
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　
内
部
は
聖
公
会
の
伝
統
を
用
い
、
新
し
い
感
覚
で
豊
か
な
空
間

馳
の
演
出
を
試
み
た
姿
勢
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。

　
［
設
計
手
法
］
　
1
期
工
事
で
は
現
サ
イ
ド
チ
ャ
ペ
ル
の
み
建
設

で
あ
り
、
水
平
天
井
で
チ
ャ
ン
セ
ル
奥
に
ペ
ス
ト
リ
ー
を
配
置
し

た
簡
単
な
建
物
で
あ
っ
た
。
H
期
で
は
前
述
の
サ
イ
ド
チ
ャ
ペ
ル

に
本
屋
礼
拝
躍
層
を
増
築
す
る
形
で
の
実
施
で
あ
り
、
切
妻
屋
根

上
り
梁
を
見
せ
た
高
い
斜
め
天
井
と
し
、
両
側
間
接
照
明
に
よ
り

柔
ら
か
い
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。
チ
ャ
ン
セ
ル
上
部
壁
に
は
、

水
平
庇
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
広
い
ホ
ー
ル
を
挟
ん
で
の
集
会
室

壁
面
～
部
に
装
飾
が
あ
り
、
こ
の
装
飾
は
階
段
室
と
し
て
の
塔
屋

一31一



内
部
に
続
き
、
階
段
上
り
口
の
L
字
型
踏
面
と
曲
線
手
摺
り
に
大

胆
に
用
い
ら
れ
、
分
離
派
運
動
で
の
デ
ザ
イ
ン
感
覚
と
類
似
し
て

い
る
沿
、
外
観
正
面
は
三
角
形
屋
根
断
面
と
特
徴
的
な
塔
屋
で
構
成

さ
れ
て
い
て
、
こ
の
形
態
に
は
二
つ
．
の
計
画
案
が
あ
ρ
た
汐
A
案

（
図
1
）
は
反
り
屋
根
の
提
案
で
あ
り
、
μ
伊
達
藩
に
よ
っ
て
発
達
．
し

た
仙
台
と
い
う
伝
統
的
風
土
に
適
合
さ
せ
て
、
／
神
社
建
築
に
類
似

す
る
形
態
で
あ
っ
た
が
、
，
実
施
で
は
直
線
屋
根
の
西
欧
風
教
会
建

築
デ
ザ
イ
ン
の
B
案
、
（
図
2
）
，
、
と
な
つ
、
た
。
、
恐
ち
く
元
田
は
最
初

の
A
案
が
理
想
で
あ
り
、
・
洋
風
を
直
接
的
に
導
入
せ
ず
和
風
を
盛

り
込
ん
で
の
デ
ザ
イ
ン
を
意
図
し
て
い
た
と
推
察
9
し
か
し
採
用

さ
れ
た
葺
案
の
正
面
全
容
と
塔
に
和
風
の
雰
囲
気
を
残
し
た
点

は
黛
元
田
の
設
計
感
覚
の
特
徴
と
言
え
る
。

　　

@
　
、
4
お
考
柴
澄
誘
藩
Y
、
匹
蔦
∴
∴
＼

　
元
田
稔
が
関
与
し
た
昭
和
一
．
一
十
年
忌
末
か
ち
同
三
十
年
代
初
期

は
キ
リ
ス
ト
教
全
盛
期
で
あ
ワ
3
各
教
会
で
も
礼
拝
忌
数
が
多
瀦

増
築
新
築
が
み
ら
れ
た
が
、
・
当
教
会
で
は
焼
失
し
た
会
堂
の
復
興

が
戦
後
処
理
め
急
務
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
．
こ
の
工
事
φ
根
幹
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
後
の
物
資
豊
か
で
な
い
時
に
鉄
筋
血

ン
ク
リ
鎖
お
造
採
用
は
ゼ
当
年
代
で
の
教
義
建
築
と
じ
て
は
代
表

的
な
き
棟
乞
な
り
津
こ
の
構
造
に
よ
ワ
元
田
の
闘
塔
㌧
付
設
が
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ユ
　

実
と
な
っ
た
碧
同
時
期
の
教
会
計
瞬
に
も
「
塔
「
設
置
の
案
が
あ
っ

た
が
、
持
比
較
的
小
規
模
の
木
造
で
あ
り
、
実
施
騰
は
付
設
で
き
な

か
ゆ
・
だ
ゆ
∴
従
・
ρ
で
仙
台
教
会
で
の
手
法
は
熱
塔
冠
実
現
の
第
1
号

と
な
り
た
必
言
え
る
。
＼
脈
　
鉱
凝
い
∴
、
膨
＼
◎
熱
吃
㍉
」
・

孚
ま
た
簡
素
な
装
飾
が
多
い
中
で
、
一
階
段
室
に
見
ら
れ
る
装
舗
は

元
鶏
・
φ
細
，
や
か
な
感
覚
を
初
め
て
表
現
し
た
作
品
と
言
え
る
。

　
　
、
一
皐
～
、
：

八
註
i
）
、
九
主
激
九
七
，
年
度
、
β
本
建
築
学
会
大
会
梗
概
集
及
北
海

　
　
　
‘
道
基
督
教
学
会
基
鰹
教
学
ス
第
三
叶
覚
ニ
ナ
一
風
〉
で
発
表

（
註
2
）
項
黍
丞
ム
看
嘩
蔓
等
彦
超

　
　
　
　
河
北
新
報
昭
和
三
十
年
と
同
三
十
三
年
記
事
、
、

詮
3
）

、
∵
酬
　
、
ぐ
r
茸
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写真［1］初期会堂煉瓦会堂の外観と礼拝室内部：1905（M38）年建築

，ttノ

写真［2］前会堂鉄筋コンクリートの2階建会館：1932（S7）年延築
　　　　　　昭和20年戦．災で消失［飛行機からの外壁のみ残る前会堂写真］
　　　　　　1962（S37）年に解体撤去

・．爾b8■・．PM罵T．鳥’8喀冨，A犀国，＝・【●7A【

図版［1］驚渉外翠謂図
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